
表1．地域格差

地域 患者調査 本データ
北海道・東北 13.1% 5.8%
関東 28.5% 36.2%

甲信越・北陸 6.8% 6.4%
中部 10.8% 5.6%
関西 16.6% 34.3%
中国 6.9% 3.3%
四国 3.9% 1.5%

九州・沖縄 13.5% 6.8%
計 100.0% 100.0%

厚生労働省：患者調査を用いて地域毎での比較を行った
また、比較データは以下を用いた

平成14年 患者調査
・下巻第３表 推計患者数，施設所在地（都道府県）×患者住所地（都道府県）×入院－外来別



表2．年齢格差

年齢階層 患者調査 本データ
0-9歳 6.9% 19.1%
10-19歳 3.3% 5.2%
20-29歳 6.0% 11.6%
30-39歳 7.6% 17.6%
40-49歳 7.8% 14.6%
50-59歳 14.4% 21.2%
60-69歳 19.4% 8.6%
70-79歳 21.6% 0.5%
80-89歳 10.8% 1.4%
90歳- 2.3% 0.2%
計 100.0% 100.0%

比較用の患者調査データは以下を用いた

平成14年 患者調査
・上巻第１１表 推計患者数，入院－外来×性・年齢階級×病院－一般診療所別



表3．傷病別医薬品処方率

2003Q2 2003Q3 2003Q4 2004Q1
処方率 処方率 処方率 処方率

メバロチン 17.58% 16.97% 15.85% 14.25%
リピトール 10.17% 11.26% 11.45% 11.07%
リポバス 6.54% 6.25% 5.75% 5.21%
ローコール 2.37% 2.53% 2.59% 2.20%
レニベース 2.04% 2.08% 1.95% 1.96%
タナトリル 1.67% 1.84% 1.85% 1.99%
エースコール 1.10% 1.07% 0.97% 0.95%
ロンゲス 0.59% 0.63% 0.67% 0.65%
コバシル 0.52% 0.41% 0.42% 0.45%
ゼストリル 0.41% 0.50% 0.48% 0.50%
インヒベース 0.38% 0.37% 0.37% 0.26%

製品名

E785 高脂血症

ICD-10
コード

傷病名



表4．薬効群別医薬品処方率
2003Q2 2003Q3 2003Q4 2004Q1
処方率 処方率 処方率 処方率

メバロチン 17.58% 16.97% 15.85% 14.25%
リバロ 0 0.03% 0.57% 0.86%
リピトール 10.17% 11.26% 11.45% 11.07%
リポバス 6.54% 6.25% 5.75% 5.21%
ローコール 2.37% 2.53% 2.59% 2.20%
レニベース 2.04% 2.08% 1.95% 1.96%
タナトリル 1.67% 1.84% 1.85% 1.99%
エースコール 1.10% 1.07% 0.97% 0.95%
ロンゲス 0.59% 0.63% 0.67% 0.65%
コバシル 0.52% 0.41% 0.42% 0.45%
ゼストリル 0.41% 0.50% 0.48% 0.50%
インヒベース 0.38% 0.37% 0.37% 0.26%

E785 高脂血症

ＨＭＧ-ＣｏＡ還元酵素阻害剤

ＡＣＥ阻害剤

ICD-10
コード

傷病名 薬効名 製品名



表5．傷病別医薬品処方薬剤数
2003Q2 2003Q3 2003Q4 2004Q1
出現数 出現数 出現数 出現数

メバロチン 2477 3118 2981 1975
リバロ 0 7 108 120
リピトール 1434 2069 2154 1535
リポバス 922 1149 1082 722
ローコール 334 465 487 306
レニベース 288 382 368 272
タナトリル 236 338 349 276
エースコール 156 198 183 132
ロンゲス 84 117 127 91
コバシル 74 76 79 63
ゼストリル 59 93 91 70
インヒベース 54 69 71 37

E785 高脂血症

ＨＭＧ-ＣｏＡ還元酵素阻害剤

ＡＣＥ阻害剤

ICD-10
コード

傷病名 薬効名 製品名



表6．薬効群
薬効分類 薬効小分類

ＡＣＥ阻害剤
Ｃａ拮抗・α１-遮断性β１-選択的遮断剤
α，β-遮断剤
α１，β-遮断剤
α１-遮断剤
β１-遮断剤
β-遮断・プロドラッグ
β-遮断剤
アンジオテンシン-ＩＩ受容体拮抗剤
ジヒドロピリジン系Ｃａ拮抗剤
ジヒドロピリジン系Ｃａ拮抗薬
血圧降下剤
血管・腎作動性降圧剤
血管拡張降圧剤
降圧・鎮静剤
降圧剤
持続性Ca拮抗剤
選択的ＡＴ１受容体遮断剤
持続性アンジオテンシンII受容体拮抗薬
中枢性α２-刺激剤
排尿障害改善・降圧剤
非チアジド系降圧剤

血圧降下剤

例：高血圧治療薬


